利用者基本情報
《基本情報》
	相談日
	令和〇年　〇月　〇日
	来所　　・電話
その他（　　　　　　　　　　）
	初回
再来（前　　　／　　）

	把握経路
	１．介護予防検診　　２．本人からの相談　　３．家族からの相談
４．非該当　　５．新予防からの移行　　６．関係者　　７．その他（　　　　　　　　　　　　　）

	本人の状況
	在宅・入院又は入所中（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	フリガナ
本人氏名
	　八尾　A子 氏
	男・女
	M・T・S　▲年　▲月　▲日生（７５）歳

	住所
	大阪府 八尾市　●町　●番地 ●号
	ＴＥＬ
	　　　　　（　　　　　）

	
	
	ＦＡＸ
	　　　　　（　　　　　）

	日常生活自立度
	障害高齢者の日常生活自立度
	自立・J１・J２・Ａ１・Ａ２・Ｂ１・Ｂ２・Ｃ１・Ｃ２

	
	認知症高齢者の日常生活自立度
	自立・Ⅰ・Ⅱa・Ⅱb・Ⅲa・Ⅲb・Ⅳ・Ｍ

	認定情報
	未申請・要支援１・要支援２・要介護１・（　　　　）
認定期限：　　　　　～　　　　　　　（　前回の介護度　）

	障害等認定
	身障（　　）・療養（　　　）・精神（　　　）・難病（　　　）・その他（　　　　　　　　　　）

	本人の
住居環境
	自宅・借家・一戸建て・集合住宅・自室（ 有　　階・ 無 ）・住居改修（ 有 ・ 無 ）
浴室（ 有　・無 ）                  便所（ 洋式 ・ 和式 ）
段差の問題（有　・　無）　　　床材、じゅうたんの状況（　全体的にフローリング　）
照明の状況（　　特に問題なし　　）履物の状況（　特に問題なし　　）

	経済状況
	国民年金・厚生年金・障害年金・生活保護・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	来所者（相談者）
	八尾　C子
	続柄
	次女
	家族構成
	家族構成　　　◎＝本人、○＝女性、□＝男性
　　　　　　　　　●■＝死亡、☆＝キーパーソン
              　　主介護者に「主」　副介護者に「副」
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　　　　　　　　　（同居家族等○で囲む） 
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【家族関係等の状況】
　次女家族と同居。
家事は、ほとんど次女が行っている
が、平日日中は仕事のため不在。
　孫は小学生だが、家の手伝い等で協力的。

	住所
連絡先
	　八尾市　●町　●番地 ●号
	
	

	
	
	
	

	緊急
連絡先
	氏名
	続柄
	住所・連絡先
	
	

	
	八尾 C子氏
	次女
	同居
	
	

	
	河内 B子 氏
	長女
	他府県
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


利用者基本情報
《介護予防に関する事項》


	今までの生活
	4年前に自転車を運転中、急に飛び出してきたバイクと衝突し転倒。右側大腿骨頸部骨折を受傷。手術（人工関節置換術）後はリハビリを順調に行いADL自立。家事も行えるようになった。1年半前に夫と愛犬を続けて亡くし、精神的に落ち込んで自宅に引きこもるようになった。体重も減少したので、見かねた娘（次女）・孫が同居してくれ、家事全般を任せるようになった。最近は腰痛が強くなり、長時間立っていることが辛く洗い物も十分できないとのこと。近隣にスーパーは無く、以前は自転車で買い物に行っていた。現在は自宅で座って過ごすことが多い。

	現在の生活状況
（どんな暮らしを
送っているか）
	１日の生活・すごし方
	趣味・楽しみ・特技

	
	朝）
7:00頃に起床し、家族で朝食（バターを塗った食パン、ヨーグルト）を取る。2階に洗濯物孫に持って上がってもらい、洗濯物を干す。

昼）
次女が作ったおかずとご飯を1人で食べる。
週に1回、タクシーで整形外科クリニックに通っている。
孫に付き添ってもらい、近所の公園まで散歩に出かけることがある。

夜）
次女が作った夕食を家族で食べる。
	スマホの脳トレ
旅行
孫の世話
阪神タイガースのファン

	
	
	友人・地域との関係

	
	
	近所に仲の良い友人がおり、LINEでの交流や友人の車に乗せてもらって外出も行っている。
近隣住民とは、時々自宅でお茶を飲みながら話すことがある。


《現病歴・既往歴と経過》（新しいものから書く・現在の状況に関連するものは必ず書く）
	年月日
	病名
	医療機関
	経過
	治療中の場合は内容

	2021年
	右側大腿骨頸部　骨折（人工骨頭）
	〇〇病院
	治療中
その他

その他
	

	2024年
	脊柱管狭窄症
	〇〇整形外科クリニック
	治療中
その他
	外来リハビリ（週1回）
月に1回 注射

	
	
	
	治療中
その他
	

	
	
	
	治療中
その他
	


《現在利用しているサービス》
	公的サービス
	非公的サービス

	特になし
	特になし


